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会計監査人に関する事項

事業報告（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

区 分 支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 91
百万円

当社および当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 144

４．会計監査人に関する事項
⑴　会計監査人の名称

有限責任 あずさ監査法人

⑵　会計監査人の報酬等の額

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づ

く監査の監査報酬の額を区分しておらず、実質的にも区分ができないため、これらの合計額を

記載しております。

２．当社の重要な子会社のうち、海外子会社は、当社の会計監査人以外の公認会計士または監
査法人の監査を受けております。

⑶　会計監査人の報酬等の額に監査役会が同意した理由

　当社監査役会は、会計監査人の過年度の監査実績の分析および評価を実施し、会計監査人が

提出した当事業年度の監査計画の妥当性および適切性の確認ならびに過年度実績との対比を行

ない、監査時間、報酬等の単価と額の算出根拠および内容の精査ならびに監査担当者の配置計

画を検討した結果、会計監査人の報酬等の額は、相当かつ妥当であることを確認のうえ、その

報酬等の額について同意しております。

⑷　会計監査人の解任または不再任の決定の方針

　当社監査役会は、会計監査人の職務執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場

合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたしま

す。

　また、監査役会は、会社法第340条第１項各号のいずれかに該当すると認められる場合は、

監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監

査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨と解任の理由を

報告いたします。

－ 1 －
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業務の適正を確保するための体制等の整備についての取締役会決議の内容の概要

５．業務の適正を確保するための体制等の整備についての取締役会決議の内容の概要

および運用状況の概要

　取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他会社の業

務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要および当該体制の運用状況の概要

は、以下のとおりであります。

⑴　取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制

①　当社グループにおけるコンプライアンスの概念は「法令や社則の遵守」のみならず広く

「法令、社則および倫理の遵守」であることに鑑み、「社会的責任（ＣＳＲ）」および

「リスク管理」への取組みと一体としてコンプライアンスが実践できる体制を構築する。

② 取締役および使用人が職務執行にあたって遵守すべき指針、行動規範として「企業理

念」「経営ビジョン」「ＣＳＲ方針」「ＣＳＲ行動規範」等を定め、これを当社グループ

に周知徹底する。

③　ＣＳＲに関する重要課題（マテリアリティ）を特定し、計画的に諸施策を推進する体制

として、ＣＳＲ委員会を設置する。

④　当社グループのリスク管理体制を構築し、コンプライアンス違反の予防および違反の早

期発見を図る。

⑤　コンプライアンスのための当社グループ内教育を計画的に実施する｡

⑥ 当社グループのコンプライアンスに関する内部通報窓口を社内外に設置することによ

り、情報収集および是正の早期化を図る｡

⑦　社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力による不当な要求に対しては、毅然とし

た態度で対応し、反社会的勢力とは取引関係その他一切の関係を持たない体制を整備す

る。

【運用状況の概要】

①　「企業理念」をグループ全社員が共有し、実践するための具体的指針として「ＣＳＲ方

針」「ＣＳＲ行動規範」を制定するとともに、コンプライアンス違反の未然防止・危機発

生時の損失または不利益の最小化・再発防止を効率的に推進するためのリスク管理規則を

制定しております。

②　ＣＳＲマニュアルを当社グループの役員および従業員に配布するとともに、職場ミーテ

ィングや多言語によるメールマガジン等により、「企業理念」「ＣＳＲ方針」「ＣＳＲ行

動規範」の周知・浸透のための教育を実施しております。

－ 2 －
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業務の適正を確保するための体制等の整備についての取締役会決議の内容の概要

　また子会社も自社の「ＣＳＲ方針」「ＣＳＲ行動規範」を制定することを推奨し浸透を

図っております。

③　ＣＳＲの推進に関する専任部門を事務局としたＣＳＲ委員会において、マテリアリティ

の特定・推進等に関する審議を行なっております。

　なお、特定したマテリアリティについてはhttps://www.gs-yuasa.com/jp/csr/

materiality.phpにて公開しております。

④　リスク管理規則に基づきコンプライアンス上のリスクを管理しており、「リスク管理シ

ート」により各部門が毎月コンプライアンスリスクを管理するとともに、グループリスク

管理委員会を通して重大リスク事案の共有をすることでコンプライアンス体制の管理を継

続しております。

⑤　階層別研修、海外赴任者向け研修、職場ミーティング等でコンプライアンスに関する教

育を計画的に実施しております。その他、業務に係る個別法令等コンプライアンスに係る

事項について、研修や通達、社内ニュースを通して啓発を行なっており、特に重要なテー

マについては教育の強化を図っております。

⑥　内部通報窓口を社内外に設置し、通報に対して適切な措置を講じております。また、従

業員に対してコンプライアンス・アンケートを実施し、リスクの早期発見および是正を図

っております。

⑦　取引先との契約書に反社会的勢力の排除に関する条項を設けております。また、万一反

社会的勢力から不当な要求があった場合には、毅然とした対応ができるよう、社内外の専

門家への連絡体制を整えております。

⑵　取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

　当社グループ各部門は、社則により、当該部門における取締役の職務の執行に係る情報の保

存および管理の責任を有するものとし、必要な情報を速やかに検索できるシステムを構築し、

維持する｡

【運用状況の概要】

ＩＴを活用し、検索しやすい情報環境を構築し、各情報について適切に管理を行なっており

ます。

－ 3 －
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業務の適正を確保するための体制等の整備についての取締役会決議の内容の概要

⑶　損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　リスク管理規則により、当社グループの損失の危険の管理を徹底する。

【運用状況の概要】

リスク管理規則に基づき、当社グループの経営に重大な影響を与える危機の発生の予防を図

るためのリスク管理体制を整備するとともに、実際に危機が発生した際の影響を最小限に止

め、速やかに平常に復帰させるための体制を整備しております。

⑷　取締役の職務の執行が効率的に行なわれることを確保するための体制

①　適切な職務権限および意思決定のルールを徹底し､取締役の職務執行が効率的に行なわ

れることを確保する。

②　業務の合理化および電子化にむけた取り組みを推進する｡

【運用状況の概要】

①　取締役会規則、稟議規則、グループ決裁規則等において決裁区分および手続を定め、適

宜権限委譲を行なっております。

　また、当社取締役会が当社グループとしての経営計画を策定し、これに基づき各社各部

門が重点実施課題を設定し、実行することにより、効率的な職務執行を行なっておりま

す。

②　規則、規程を含む各種情報をイントラネットの各種掲示板に掲示し、職務上必要な情報

を常に閲覧できる体制を整えております。また、電子化をはじめとした合理化の諸施策を

推進しております。

⑸　当社グループにおける業務の適正を確保するための体制

①　関係会社管理規則・グループ決裁規則およびグループ稟議制度等により、当社グループ

各社から事業概況等の報告を受け、当社グループにおける業務が適正かつ効率的に行なわ

れる体制を整備する｡

②　当社グループにおけるリスク管理を統括するグループリスク管理委員会の決定事項を当

社および当社子会社のリスク管理委員会に徹底し、グループ全体の法令および社則の遵守

等の業務の適正の確保を推進する。

③　当社の内部監査部門は、当社グループ各社の内部監査を実施する。

④　当社は、当社グループ各社がその財務情報の適正性を確保し、信頼性のある財務報告を

作成、開示するために必要な体制を整備する。

－ 4 －
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業務の適正を確保するための体制等の整備についての取締役会決議の内容の概要

【運用状況の概要】

①　当社グループ各社から事業概況等の報告を受ける体制

イ．関係会社管理規則・グループ決裁規則およびグループ稟議制度に基づく体制

　関係会社管理規則・グループ決裁規則に基づき当社グループ各社について主管部門を

定め、当社グループ各社の事業の執行状況について直接もしくは主管部門を通じて報告

を受ける体制を整備しております。また、報告された内容を、経営、財務等の観点から

確認を行なったうえで決裁する体制を整備しております。

ロ．各種会議体による体制

　当社取締役は、取締役会のほか、当社グループの各種重要会議に出席し、当社グルー

プにおける職務執行状況等を監督しております。

②　グループリスク管理委員会において、各社の重大リスク事案を共有し、必要に応じて再

発防止策の立案や各社への徹底事項を確認しております。

③　内部監査部門は、年度ごとに監査計画を作成のうえ監査を実施し、適宜改善指導を行な

っております。

④　財務報告に係る内部統制規則に基づき、年度ごとに内部統制基本計画を定め、当該計画

に従って財務報告に係る内部統制の整備、運用、評価および報告を行なっております。

⑹　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する

事項

　監査役と協議のうえ、適切な者を監査役の職務補助者に任命する。

【運用状況の概要】

監査役室を設置し、専任の職務補助者を任命しております。

⑺　前号の使用人の取締役からの独立性に関する事項

監査役の職務補助者の人事異動および考課については、監査役会の意見を尊重する。

【運用状況の概要】

監査役の職務補助者の異動にあたっては、監査役会に対し事前説明を実施しております。ま

た、考課について、監査役会に確認しております。

－ 5 －
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業務の適正を確保するための体制等の整備についての取締役会決議の内容の概要

⑻　監査役の職務を補助すべき使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

監査役補助業務について、監査役が監査役の職務補助者に対して指揮命令権を有する体制を

整備する。

【運用状況の概要】

監査役の職務補助者は、監査役の指揮命令のもとに監査役補助業務を遂行しております。

⑼　監査役への報告に関する体制および当該報告をした者が当該報告をしたことを理由として不

利な取扱いを受けないことを確保するための体制

①　監査役が重要な会議に出席できる体制を整備する。

②　当社の取締役および使用人ならびに当社を除く当社グループの取締役、監査役および使

用人は、前号の会議において、事業概況、リスク管理状況等の報告を行なう。また、監査

役が出席する会議で報告する事項のほか次の事項については都度、速やかに監査役会に報

告する｡

　イ．職務執行に関して、不正の行為または法令もしくは定款に違反する重大な事実

　ロ．会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実

　ハ．その他監査役が求めた事項

③　前号に従い監査役への報告を行なった者に対して、当該報告を行なったことを理由とし

て不利益な取扱いを行なうことを禁止する。

④　内部通報制度の担当部門は、定期的にまた必要に応じて都度、内部通報状況を監査役に

報告する。

【運用状況の概要】

①　監査役は、各種重要会議に出席し、適宜意見を述べております。

②　前号の重要な会議において、当社グループの事業概況やリスク管理状況について監査役

に報告、説明を行なっております。また、重要なリスク事象については、発生都度、監査

役会に報告しております。

③　内部通報制度について定めた企業倫理ホットライン規程において、通報者に対する不利

益取扱い禁止を規定しております。

④　内部通報の発生都度、監査役に報告しております。

－ 6 －
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業務の適正を確保するための体制等の整備についての取締役会決議の内容の概要

⑽　監査役の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続その他の当該職務の執行に

ついて生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項

　監査にかかる諸費用については、監査の実効性を担保すべく予算を設ける。また、監査役が

当社に対し、監査役の職務を執行する上で必要な費用の請求をしたときは、職務の執行に必要

でないと明らかに認められた場合を除き、速やかに当該費用を支払う。

【運用状況の概要】

監査役から請求のあった費用について速やかに支払っております。

⑾　その他監査役の監査が実効的に行なわれることを確保するための体制

①　取締役社長は、監査役と定期的にまた必要に応じて意見交換を実施する。その他の取締

役は、監査役と必要に応じて意見交換を実施する。

②　内部監査部門は、監査役との連係を密にし、定期的にまた必要に応じて意見交換を実施

する。

【運用状況の概要】

①　取締役社長および各取締役は、監査役と定期的にまた必要に応じて意見交換を実施して

おります。

②　内部監査部門は、監査役と定期的にまた必要に応じて意見交換を実施しております。

－ 7 －
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連結株主資本等変動計算書

（単位：百万円）

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

当期首残高 33,021 55,292 93,661 △ 351 181,623

超インフレの調整額 △ 401 △ 401

超インフレの調整額を反映し
た当期首残高

33,021 55,292 93,259 △ 351 181,222

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △ 4,025 △ 4,025

親会社株主に帰属する

当期純利益
13,925 13,925

自己株式の取得 △ 2 △ 2

自己株式の処分 △ 0 32 32
利益剰余金から資本剰余金
への振替

0 △ 0 －

連結子会社出資金の取得に
よる持分の増減

△ 2,091 △ 2,091

土地再評価差額金の取崩 342 342
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額）

－

連結会計年度中の変動額合計 － △ 2,091 10,243 30 8,182

当期末残高 33,021 53,201 103,503 △ 321 189,404

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非 支 配
株 主
持 分

純資産合計そ の 他 有 価
証 券 評 価
差 額 金

繰 延 ヘ ッ ジ
損 益

土 地 再 評 価
差 額 金

為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に係
る 調 整
累 計 額

その他の包括
利 益 累 計
額 合 計

当期首残高 16,180 △ 794 2,137 7,163 8,922 33,609 34,705 249,938

超インフレの調整額 2,019 2,019 1,617

超インフレの調整額を反映し
た当期首残高

16,180 △ 794 2,137 9,182 8,922 35,628 34,705 251,556

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 － △ 4,025

親会社株主に帰属する

当期純利益
－ 13,925

自己株式の取得 － △ 2

自己株式の処分 － 32
利益剰余金から資本剰余金
への振替

－ －

連結子会社出資金の取得に
よる持分の増減

－ △ 2,091

土地再評価差額金の取崩 － 342
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額）

△ 2,006 343 △ 342 9,544 △ 1,895 5,643 5,507 11,151

連結会計年度中の変動額合計 △ 2,006 343 △ 342 9,544 △ 1,895 5,643 5,507 19,333

当期末残高 14,173 △ 450 1,794 18,727 7,026 41,272 40,213 270,890

連結株主資本等変動計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
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連結注記表

連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
１．連結の範囲に関する事項

連結子会社………53社
主要会社名　　　　㈱ＧＳユアサ、㈱ジーエス・ユアサ バッテリー、
　　　　　　　　　㈱ＧＳユアサ エナジー、㈱ジーエス・ユアサ テクノロジー
Inci GS Yuasa Aku Sanayi ve Ticaret Anonim Sirketiの株式を追加取得し子会社化したことに伴い、同社を連結の範囲に
含めております。
連結子会社であったYTTL International Holding Ltd.は、清算に伴い、連結の範囲から除外しております。

非連結子会社………５社
主要会社名　　　　㈱ＧＳユアサ 中央販売

（連結の範囲から除いた理由）
　非連結子会社については、いずれも小規模であり、その総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）および利益剰余金
（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼさないため、連結の範囲から除いております。

２．持分法の適用に関する事項
持分法適用会社………12社
主要会社名　　　　SEBANG GLOBAL BATTERY Co., Ltd.
　　　　　　　　　PT.GS Battery

⑴　Inci GS Yuasa Aku Sanayi ve Ticaret Anonim Sirketiについては株式を追加取得し子会社化したことに伴い、持分法適
用の範囲から除外しております。

⑵　持分法を適用していない非連結子会社５社および関連会社５社については、それぞれ当期純損益（持分に見合う額）およ
び利益剰余金（持分に見合う額）等に与える影響は軽微であり、かつ全体としても重要性が乏しいため、持分法の適用から
除いております。

⑶　持分法適用会社のうち、決算日が連結決算日と異なる会社については、各社の事業年度に係る計算書類または仮決算に基
づく計算書類を使用しております。

３．連結子会社の事業年度に関する事項
　Yuasa Battery(Thailand) Pub. Co., Ltd.の決算日は12月31日ですが、連結に際して仮決算を行わず決算日の計算書類を用
いて連結計算書類を作成しております。ただし、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っ
ております。

４．会計処理基準に関する事項
⑴　重要な資産の評価基準および評価方法
①　有価証券の評価基準および評価方法

子会社株式および関連会社株式…………………………移動平均法による原価法によっております。
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの……………………時価法によっております。

               （評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均
                 法により算定）

市場価格のない株式等…………………………………移動平均法による原価法によっております。
②　デリバティブの評価基準および評価方法

デリバティブ……………………………………………時価法によっております。
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③　棚卸資産の評価基準および評価方法
商品および製品、仕掛品、原材料および貯蔵品……主として総平均法による原価法によっております。

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方
法により算定）

⑵　重要な固定資産の減価償却方法
①　有形固定資産（リース資産を除く）…………定額法によっております。

なお、当社および国内連結子会社は、取得金額が10万円以上20万円未満の資
産については３年間で均等償却しております。
主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物および構築物    ……５年～50年
機械装置および運搬具……２年～18年

②　無形固定資産（リース資産を除く）…………主として定額法によっております。
③　リース資産………………………………………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しておりま
す。

④　使用権資産………………………………………リース期間に基づく定額法によっております。

⑶　重要な引当金の計上方法
①　貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、当社および国内連結子会社は、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸
念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。
　また、在外連結子会社については主として個別判定による貸倒見積高を計上しております。

②　役員賞与引当金
　役員の賞与の支給に充てるため、支給見込額を計上しております。

③　役員退職慰労引当金
　役員および執行役員の退職時の慰労金に充てるため、一部の連結子会社の内規に基づく連結会計年度末要支給額を計上
しております。

⑷　収益および費用の計上基準
　当社および連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主な履行義務の内容および当該履行義務を充足する通常の時
点（収益を認識する通常の時点）等は、以下のとおりです。
　なお、これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、概ね１年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりま
せん。
①　商品および製品の販売

　当社および連結子会社は、主な事業として電池および電源装置、照明器、その他の電池・電気機器の製造販売を行って
おります。このような商品および製品の販売については、原則として商品および製品を引き渡す一時点、もしくはインコ
タームズに従った一時点において、支配が顧客に移転して履行義務が充足されると判断していることから、当該時点にお
いて収益を認識しております。なお、国内取引については、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの期間
が通常の期間である場合には、収益認識に関する会計基準の適用指針第98項を適用して、出荷時に収益を認識しておりま
す。
　電池等の販売契約については、販売数量を条件とした値引等を付して販売していることから、変動対価が含まれます。
取引価格の算定については、値引等を付して販売する場合、契約において顧客と約束した対価から当該値引等の見積額を
控除した金額で算定しております。

②　役務の提供
　当社および連結子会社は、電池および電源装置の設置に関する据付工事等の役務の提供を行っております。このような
据付工事等については、役務提供完了時点で履行義務が充足されたものとみなし、当該時点で収益を認識しております。
　電池および電源装置等と据付工事等は、通常、合わせて販売しております。製品の納入と据付工事が別個の履行義務と
識別されるものに関しては、取引価格の履行義務への配分額の算定に当たり、契約金額等の観察可能な価格や、製品予想
原価に利益相当額を加算して見積もった独立販売価格の比率により、各履行義務へ配分しています。

－ 10 －



2023/05/25 13:11:50 / 22949584_株式会社ジーエス・ユアサコーポレーション_招集通知

連結注記表

⑸　その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
①　繰延資産の償却方法

　社債発行費…………社債償還期間（５年間および10年間）にわたり均等償却しております。
②　重要なヘッジ会計の方法

　原則として繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約および通貨スワップについては振当処理の要件を充た
している場合は振当処理を、金利スワップについては特例処理の要件を充たしている場合には特例処理を採用しておりま
す。

③　外貨建の資産および負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。な
お、在外連結子会社等の資産および負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益および費用は期中平均相場
により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定および非支配株主持分に含めております。
　ただし、超インフレ経済下にある子会社の収益および費用は、超インフレ会計を適用するため、連結決算日の直物為替
相場により円貨に換算しております。

④　のれんの償却方法および償却期間
　主として５年間で均等償却しております。

⑤　退職給付に係る負債の計上基準
　退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における見込額に基づき、退職給付債務か
ら年金資産の額を控除した額を計上しております。
イ．退職給付見込額の期間帰属方法
　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、給付算
定式基準によっております。

ロ．数理計算上の差異および過去勤務費用の費用処理方法
　退職給付信託を設定している一部連結子会社の退職給付制度においては一括費用処理しております。
　過去勤務費用については、主としてその発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数（14年）による定額法に
より費用処理しております。
　数理計算上の差異については、主として各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数
（主として９年～14年）による定額法により発生の翌連結会計年度から費用処理しております。
　未認識数理計算上の差異および未認識過去勤務費用の未処理額については、税効果を調整の上、純資産の部における
その他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

⑥　連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用
　当社および一部の国内連結子会社は、当連結会計年度より、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しております。
これに伴い、法人税および地方法人税並びに税効果会計の会計処理および開示については、「グループ通算制度を適用す
る場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務対応報告第42号」とい
う。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42号の適用に伴う会計方針の
変更による影響はないものとみなしております。

⑦　超インフレ経済下における会計処理
　当連結会計年度において、トルコにおける３年間の累積インフレ率が100％を超えたため、当社グループはトルコ・リ
ラを機能通貨とするトルコの子会社について、超インフレ経済下で営業活動を行っていると判断いたしました。このた
め、当社グループは、トルコの子会社の財務諸表について、IAS第29号「超インフレ経済下における財務報告」に定めら
れる要求に従い、会計上の調整を加えております。IAS第29号は、超インフレ経済化にある子会社の財務諸表について、
報告期間の末日現在の測定単位に修正したうえで、連結計算書類に含めることを要求しております。当社グループは、ト
ルコにおける子会社の財務諸表の修正のため、Turkish Statistical Institute(TURKSTAT)が公表するトルコの消費者物
価指数(CPI)から算出する変換係数を用いております。トルコにおける子会社は、取得原価で表示されている有形固定資
産等の非貨幣性項目について、取得日ないし再評価日を基準に変換係数を用いて修正しております。現在原価で表示され
ている貨幣性項目および非貨幣性項目については、報告期間の末日現在の測定単位で表示されていると考えられるため、
修正しておりません。正味貨幣持高に係るインフレの影響は、連結損益計算書の営業外損益に表示しております。トルコ
の子会社の財務諸表は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、当社グループの連結計算書類に反映しておりま
す。
　これに伴い、当該会計基準を遡及適用した場合の累積的影響額として、当連結会計年度の期首利益剰余金が401百万円
減少し、期首為替換算調整勘定が2,019百万円増加しております。
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会計上の見積りに関する注記
　会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であって、翌連結会計年度に係る連結計算書
類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。
固定資産の評価
１．当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

　当社グループの有形固定資産は165,043百万円、無形固定資産は5,240百万円です。なお、その他の注記３.「減損損失に
関する注記」に記載のとおり、当社グループが保有する固定資産について、減損損失2,912百万円を特別損失に計上いたし
ました。

２．会計上の見積りの内容に関する理解に資するその他の情報
　連結計算書類に計上した金額の算出方法等は、「減損損失に関する注記」に記載した内容と同一であります。なお、「減
損損失に関する注記」に記載した減損損失を除き、重要な減損損失を認識しておりませんが、将来の不確実な経済状況の変
動等による自動車市場等の需要落ち込みが想定を上回ること等により固定資産の回収可能価額が低下した場合には、翌連結
会計年度において固定資産の評価に重要な影響を及ぼす可能性があります。

会計方針の変更に関する注記
（時価の算定に関する会計基準等の適用）
　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会計基準適
用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的な取扱いに従
って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。なお、当連結会計
年度に与える重要な影響はありません。
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担保提供資産
現金および預金
売掛金
商品および製品
原材料および貯蔵品
建物および構築物
機械装置および運搬具
その他有形固定資産

69百万円
847百万円
681百万円
9百万円

70百万円
15百万円
47百万円

計 1,740百万円
対応債務
短期借入金 727百万円

計 727百万円

２．有形固定資産の減価償却累計額 261,327百万円
３．債務保証の金額 706百万円
４．受取手形割引高 275百万円

５．受取手形裏書高 1,841百万円

⑶　再評価を行った土地の当連結会計年度末における時価と再評価後の帳簿価額との差額 △　249百万円

建物および構築物 1,077百万円
機械装置および運搬具 7,659百万円
その他 42百万円

建物および構築物 1,249百万円
機械装置および運搬具 18百万円
土地 1,602百万円
その他 7百万円

建物および構築物 306百万円
機械装置および運搬具 53百万円
その他 216百万円

建物および構築物 3百万円
機械装置および運搬具 4百万円
その他 6百万円

連結貸借対照表に関する注記
１．担保提供資産とそれに対応する債務

６．土地再評価法の適用
　土地の再評価に関する法律（平成10年法律第34号）に基づき、一部連結子会社の事業用の土地の再評価を行い、土地再評価
差額金を純資産の部に計上しております。

⑴　再評価実施日　　　 2002年３月31日
⑵　再評価の方法
　土地の再評価に関する法律施行令（平成10年政令第119号）第２条第３号に定める「地方税法第341条第10号の土地課税台帳
又は同条第11号の土地補充課税台帳に登録されている価格」に合理的な調整を行って算定しております。

７．国庫補助金等を受入れたことにより取得価額から控除した圧縮記帳額

連結損益計算書に関する注記
１．固定資産売却益

固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。

２．固定資産除却損
固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

３．固定資産売却損
固定資産売却損の内訳は次のとおりであります。

－ 13 －



2023/05/25 13:11:50 / 22949584_株式会社ジーエス・ユアサコーポレーション_招集通知

連結注記表

普通株式 80,599,442株

決 議 株 式 の 種 類 配 当 の 総 額 １株当たり配当額 基 準 日 効 力 発 生 日

2 0 2 2年６月2 9日
定 時 株 主 総 会

普 通 株 式 2,817百万円 35円  2022年３月31日  2022年６月30日

2 0 2 2年1 1月８日
取 締 役 会

普 通 株 式 1,207百万円 15円  2022年９月30日  2022年12月１日

 ①　配当金の総額 2,817百万円
 ②　１株当たり配当額 35円

 ③　基準日 2023年３月31日

 ④　効力発生日 2023年６月30日

連結株主資本等変動計算書に関する注記
１．当連結会計年度末における発行済株式の種類および総数

２．配当に関する事項
⑴　配当金支払額

（注）配当金の総額2,817百万円および1,207百万円には、信託が保有する自社の株式に対する配当金２百万円および０百万
円を含めております。

⑵　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの
　2023年６月29日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案する予定であります。

 なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しております。
 （注）配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金１百万円を含めております。

金融商品に関する注記
１．金融商品の状況に関する事項
⑴　金融商品に対する取組方針

　当社グループの資金運用については、安全性の高い金融資産で運用を行っております。また、資金調達については、設備
投資・投融資計画等の資金需要の動向を踏まえて主に銀行等金融機関からの借入や社債により調達しております。デリバテ
ィブは、後述するリスクを回避するために利用し、投機的な取引は禁止しております。

⑵　金融商品の内容およびそのリスク並びにリスク管理体制
　営業債権である受取手形、売掛金および電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されておりますが、取引先ごとの期日管
理および残高管理を行うとともに、主要な取引先の状況を定期的に把握し、回収懸念の早期把握、軽減を図っております。
　投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスク等に晒されておりますが、市況、
時価、発行体企業の財務状況、取引関係を定期的に把握し、保有状況を継続的に見直しております。
　営業債務である支払手形、買掛金および電子記録債務は、そのほとんどが５ヶ月以内の支払期日であり、グループ各社お
よび各部門の資金計画を月次で作成することにより、流動性リスクの管理を行っております。
　借入金のうち、短期借入金は、主に運転資金等に係る資金調達であり、長期借入金および社債は主に設備投資に係る資金
調達であります。長期借入金のうち一部は、変動金利で調達しているため金利の変動リスクに晒されておりますが、支払金
利の変動リスクや為替変動リスクを抑制するため、金利スワップや通貨スワップ取引を利用しております。
　営業取引に係る外貨建債権債務については、為替の変動リスクに晒されておりますが、同じ外貨建ての債権債務の残高の
範囲内にあるものを除き、為替レートの変動リスクをヘッジする目的で為替予約取引を行っております。
　これらデリバティブ取引の執行・管理は、内部規程に基づいて担当部署が行っており、監査室が、規程に則り適切に執
行・管理が行われているか監査しております。
　ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジの有効性の評価方法等については、連結計算書類作成
のための基本となる重要な事項に関する注記等「４.会計処理基準に関する事項（５）その他連結計算書類作成のための基
本となる重要な事項②重要なヘッジ会計の方法」に記載しております。
　連結子会社については、各社が自主管理・自己責任原則の下、各社が定める規程に基づき運営を行っており、当社はその
規程類を把握しております。また、定期的なリスク管理報告を受けモニタリング管理を行っております。
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連結貸借対照表
計　　上　　額

時　価 差　額

⑴ 投資有価証券 45,837 37,779 (8,058)

⑵ 社債(1年内償還予定含む) (20,000) (19,976) 24

⑶ 長期借入金(1年内返済予定含む) (52,941) (53,039) (98)

⑷ リース債務(1年内返済予定含む) (10,355) (9,988) 367

⑸ デリバティブ取引 (114) (114) －

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資その他の資産
その他有価証券
株式 24,538 － － 24,538

資産計 24,538 － － 24,538
デリバティブ
通貨関連 － 114 － 114

負債計 － 114 － 114

⑶　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が
変動することもあります。また、「２．金融商品の時価等に関する事項」におけるデリバティブ取引に関する契約額等につ
いては、その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありません。

２．金融商品の時価等に関する事項
　2023年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のとおりで
あります。

(単位：百万円)

（注１）　負債に計上されているものについては、（　）で示しております。
（注２）　「現金および預金」、「受取手形、売掛金および契約資産」、「電子記録債権」、「支払手形および買掛金」、

「電子記録債務」、「短期借入金」、「未払金」、「未払法人税等」、「設備関係支払手形」、「設備関係電子記
録債務」については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから記載を省略しており
ます。

（注３）　市場価格のない株式等（連結貸借対照表計上額　17,417百万円）は、「（1）投資有価証券」には含めておりませ
ん。

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性および重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類しており
ます。
　レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の対象と

なる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
　レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るインプッ

トを用いて算定した時価
　レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルの
うち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

(1）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
当連結会計年度（2023年３月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)
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区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資その他の資産
その他有価証券
株式 13,241 － － 13,241

資産計 13,241 － － 13,241
社債(1年内償還予定含む) － 19,976 － 19,976
長期借入金(1年内返済予定含む) － 53,039 － 53,039
リース債務(1年内返済予定含む) － 9,988 － 9,988

負債計 － 83,003 － 83,003

１．１株当たり純資産額 2,867円23銭
２．１株当たり当期純利益 173円11銭

(2）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
当連結会計年度（2023年３月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)

（注）時価の算定に用いた評価技法およびインプットの説明
(1）投資有価証券
　上場株式の時価は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレベ
ル１の時価に分類しております。

(2）デリバティブ
　為替予約の時価は、為替レート等の観察可能なインプットを用いて割引現在価値法により算定しており、レベル２の時
価に分類しております。

(3）社債
　社債の時価については、元利金の合計額を同様の新規調達を行った場合に想定される利率で割り引いて算定しており、
レベル２の時価に分類しております。

(4）長期借入金
　長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて算定して
おり、レベル２の時価に分類しております。金利スワップの特例処理の対象とされている長期借入金は当該金利スワップ
と一体として処理された元利金の合計額を、同様の借入を行った場合に適用される合理的に見積られる利率で割り引いて
算定しており、レベル２の時価に分類しております。

(5）リース債務
　リース債務の時価は、同一の残存期間で同条件のリース契約を締結する場合の金利を用いて、元利金の合計額を割り引
いて算定しており、レベル２の時価に分類しております。

１株当たり情報に関する注記
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①会社名 株式会社Honda・GS Yuasa EV Battery R&D

②本社所在地 京都市南区吉祥院西ノ庄猪之馬場町1番地

③代表者の役職・氏名 代表取締役社長 山本 康一

④設立時資本金および資本準備金 資本金20億円、資本準備金20億円

⑤事業の内容

EV搭載用を中心とした高容量・高出力なリチウムイオンバッテリーおよび、その製造
方法についての研究開発
研究開発に関する特許等の知的財産の構築および管理
研究開発による技術を用いた製品や販路の企画
主要原材料のサプライチェーンを含めた効率的な生産オペレーションの設計等

⑥設立年月日 2023年中の設立および事業開始を予定

⑦出資比率 Honda50％、ＧＳユアサ50％

重要な後発事象に関する注記
（合弁会社の設立に向けた合意の件）
　当社の連結子会社である株式会社 ＧＳユアサ（以下、ＧＳユアサ）は、本田技研工業株式会社（以下、Honda）との間で、高
容量かつ高出力なリチウムイオンバッテリーに関する協業に向けた基本合意を締結し、具体的な協議を進めてまいりました。
　ＧＳユアサは2023年４月24日の取締役会にて両社の合弁会社設立について決議し、合弁契約を締結いたしました。

(1)合弁会社設立の目的
　両社の合弁による新会社は、急速に拡大するバッテリー需要に対応するため、グローバルレベルで高い競争力を持つリチウム
イオンバッテリーとその製造方法を研究開発するとともに、主要原材料のサプライチェーンや効率的な生産システムを構築する
ことを目指します。

(2)合弁会社の概要
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自動車電池
産業電池
電源

車載用リ
チウムイ
オン電池

計 その他 合計
国内 海外 小計

主たる地域市場
日本 87,418 160 87,578 81,614 59,872 229,065 15,804 244,869
アジア 384 134,989 135,373 7,968 － 143,342 93 143,436
欧州 － 61,359 61,359 911 5,483 67,755 1,357 69,113
北米 － 12,349 12,349 7,898 － 20,248 531 20,779
その他 － 38,469 38,469 810 － 39,280 － 39,280

顧客との契約から生じ
る収益

87,802 247,329 335,131 99,204 65,355 499,691 17,786 517,478

その他の収益 － － － － － － 256 256

外部顧客への売上高 87,802 247,329 335,131 99,204 65,355 499,691 18,043 517,735

当連結会計年度

2023年3月31日

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 86,187

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 98,536

契約資産（期首残高） 6,375

契約資産（期末残高） 5,911

契約負債（期首残高） 2,181

契約負債（期末残高） 2,176

収益認識に関する注記
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当社および連結子会社の売上高は、主に顧客との契約から認識された収益であり、当社および連結子会社における事業を地
域別に分解した場合の内訳は、以下のとおりです。
当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　収益を理解するための基礎となる情報は、「連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等　４．会計処
理基準に関する事項　(4）収益および費用の計上基準」 に記載のとおりです。

３．当連結会計年度および翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
（1）契約資産および契約負債の残高等

　顧客との契約から生じた債権、契約資産および契約負債の残高は次のとおりです。
（単位：百万円）

　契約資産は、電池および電源装置の販売および据付工事等について、期末日時点で履行義務の充足部分と交換に受取る対

価に対する権利のうち、債権を除いたものです。 据付工事等の完了に伴い、時の経過以外の条件は解消し、債権へ振替え

られます。契約資産は、当社および連結子会社の権利が無条件になった時点で顧客との契約から生じた債権に振替えられま

す。当該据付工事等に関する対価は、契約条件に従い、履行義務の充足時点に請求し、概ね１年以内に受領しております。

　契約負債は主に、履行義務の充足時点に収益を認識する顧客との電池および電源装置、照明器、その他の電池・電気機器

の販売契約について、契約条件に基づき顧客から受け取った前受金に関するものであります。契約負債は、収益の認識に伴

い取り崩されます。

　当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、1,095百万円です。契約資産

の増減は、主として収益認識と債権への振替により生じたものであります。契約負債の増減は、主として前受金の受取りと

収益認識により生じたものであります。

　なお、過去の期間に充足（または部分的に充足）した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益の金額に、重要性は

ありません。
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連結注記表

当連結会計年度

2023年3月31日

１年以内 13,263

１年超 17,111

合計 30,375

（2）残存履行義務に配分した取引価格

　当社および連結子会社では、残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用し、当初に予想され

る契約期間が１年以内の契約について注記の対象に含めておりません。当連結会計年度末時点で未充足の履行義務に配分し

た取引価格の総額および収益の認識が見込まれる期間は以下のとおりであります。なお、収益の認識が見込まれる最長期間

は、20年以内であります。

(単位：百万円)

－ 19 －
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連結注記表

（単位：百万円）

イ．退職給付債務 △ 47,711

ロ．年金資産 74,233

ハ．連結貸借対照表計上額純額（イ＋ロ） 26,522

ニ．退職給付に係る資産 31,894

ホ．退職給付に係る負債 △ 5,372

（単位：百万円）

イ．未認識数理計算上の差異 10,034

ロ．未認識過去勤務費用（債務の減額） 197

　　合計 10,231

（単位：百万円）

イ．勤務費用 2,036

ロ．利息費用 111

ハ．長期期待運用収益 △ 1,152

ニ．数理計算上の差異の費用処理額 △ 625

ホ．過去勤務費用の費用処理額 △ 109

ヘ．退職給付費用（イ＋ロ＋ハ＋ニ＋ホ） 260

イ．退職給付見込額の期間配分方法 主として給付算定式基準

ロ．割引率 主として0.08％

ハ．長期期待運用収益率 2.0％

その他の注記
１．退職給付に関する注記
⑴　採用している退職給付制度の概要

　国内連結子会社は、確定給付型の制度として、企業年金基金制度および退職一時金制度を設けております。一部国内子会
社においては、退職給付信託を設定しております。また、一部の海外子会社でも確定給付型の制度を設けております。

⑵　① 退職給付債務および年金資産の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負債および
退職給付に係る資産の調整表

（注）一部連結子会社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。

 ② 退職給付に係る調整累計額

　　　退職給付に係る調整累計額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。

⑶　退職給付費用およびその内訳項目の金額

（注）簡便法を採用している連結子会社の退職給付費用は、「イ．勤務費用」に計上しております。

⑷　退職給付債務等の計算の基礎に関する事項
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（単位：百万円）

繰延税金資産

未払賞与 1,878

未払事業税 343

未実現利益 522

棚卸資産評価損 1,245

退職給付に係る負債 3,914

貸倒引当金 185

減損損失 2,478

投資有価証券 1,157

税務上の繰越欠損金 7,033

繰越外国税額控除 496

その他 2,644

小　計 21,901

税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △ 5,957

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △ 5,851

小　計 △ 11,808

繰延税金資産合計 10,092

（単位：百万円）

繰延税金負債

固定資産圧縮積立金 △ 7

その他有価証券評価差額金 △ 6,139

時価評価差額 △ 2,873

在外関係会社における留保利益 △ 7,716

退職給付に係る資産 △ 9,970

その他 △ 1,781

繰延税金負債合計 △ 28,489

繰延税金負債の純額 △ 18,397

２．税効果会計に関する注記
⑴　繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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場所 用途 種類 減損損失

滋賀県　栗東市
（注１）

生産設備等

建物および構築物 272
機械装置および運搬具 1,264

工具器具備品 1
建設仮勘定 80
無形固定資産 0

合計 1,619

ハンガリー
ミシュコルツ市

（注２）
生産設備等

建物および構築物 689
機械装置および運搬具 351

工具器具備品 20
土地 10

建設仮勘定 84
無形固定資産 136

合計 1,293

３．減損損失に関する注記
当連結会計年度において、以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

（単位：百万円）

（グルーピング方法）
　事業用資産については、独立したキャッシュ・フローを生み出す最小単位である、管理会計上使用している事業区分等の単
位によりグルーピングしております。
　賃貸用不動産および遊休資産については、個別物件単位でグルーピングしております。

（減損損失の認識に至った経緯および回収可能価額の算定方法）
（注１）固定資産を使用している事業の収益性低下に伴い、連結子会社が所有している固定資産の帳簿価額を回収可能価額ま

で減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。
なお、回収可能価額は、正味売却価額により測定しており、正味売却価額は、資産価値評価の専門家を利用して算出
しております。

（注２）固定資産を使用している事業の収益性低下に伴い、連結子会社が所有している固定資産の帳簿価額を回収可能価額ま
で減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。
なお、回収可能価額は、国際財務報告基準に基づき処分費用見込額控除後の公正価値により測定しており、公正価値
は資産価値評価の専門家を利用して算出しております。

－ 22 －
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取得直前に所有していた議決権比率 50％
企業結合日に追加取得した議決権比率 10％
取得後の議決権比率 60％

企業結合直前に保有していたIGYA社の普通株式の時価 5,993百万円
追加取得に伴い支出した現金 1,198百万円
取得原価 7,192百万円

４．企業結合に関する注記
取得による企業結合
１．企業結合の概要
(1)被取得企業の名称およびその事業の内容
被取得企業の名称：Inci GS Yuasa Aku Sanayi ve Ticaret Anonim Sirketi (以下、「IGYA社」といいます。)
事業内容：自動車用およびフォークリフト用鉛蓄電池の製造・販売
(2)企業結合を行った主な理由
　当社の連結子会社である株式会社 ＧＳユアサ(以下、「ＧＳユアサ」といいます。)と合弁パートナーであるInci Holding 
A.S.は、2015年よりIGYA社の合弁事業を開始しております。2019年１月には自動車用鉛蓄電池の新工場を稼働し、欧州での
急激な需要増加が見込まれるアイドリングストップ車両や低燃費車両などの環境対応車向け高性能鉛蓄電池を中心に製造販
売を拡大してまいりました。
　連結子会社化により、欧州・中近東地域向け生産供給拠点として、自動車用鉛蓄電池の販売拡大を目指すとともに、欧州
を中心としたフォークリフト用電池事業において、既存の鉛蓄電池に加え、今後リチウムイオン電池を販売し、さらなる事
業の強化が見込めると判断しました。
(3)企業結合日

2022年４月１日(みなし取得日)
2022年５月24日(株式取得日)

(4)企業結合の法的形式
現金を対価とする株式の取得

(5)結合後企業の名称
変更はありません。

(6)取得した議決権比率

(7)取得企業を決定するに至った主な根拠
当社の連結子会社であるＧＳユアサが現金を対価として株式を取得したためであります。

２．連結計算書類に含まれる被取得企業の業績の期間
2022年４月１日から2023年３月31日まで

３．被取得企業の取得原価および対価の種類ごとの内訳

４．主要な取得関連費用の内容および金額
アドバイザリー費用等　　　40百万円

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法および償却期間
(1)のれんの金額

1,280百万円
(2)発生原因

今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力の合理的な見積もりにより発生しております。
(3)償却方法および償却期間

５年間にわたる均等償却
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流動資産 12,544 百万円
固定資産 13,763 百万円

資産合計 26,308 百万円

流動負債 12,873 百万円
固定負債 3,580 百万円

負債合計 16,453 百万円

主要な種類別の内訳 金額 償却期間
マーケティング関連資産 1,173百万円 10年

６．企業結合日に受け入れた資産および引き受けた負債の額並びにその主な内訳

７．のれん以外の無形固定資産に配分された金額およびその主要な種類別の内訳並びに主要な種類別の償却期間

８．企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼす影響の概算額お
よびその算定方法
当連結会計年度の期首をみなし取得日としているため、当該事項はありません。
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（単位：百万円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 お よ び 預 金

売 掛 金

関 係 会 社 短 期 貸 付 金

未 収 入 金

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

工 具 、 器 具 お よ び 備 品

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

関 係 会 社 長 期 貸 付 金

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

繰 延 資 産

社 債 発 行 費
　

22,761

12,770

376

8,612

970

29

178,663

0

0

178,663

353

79,722

98,572

13

1

26

26
　

流 動 負 債 20,919

短 期 借 入 金 2,270

１ 年 内 償 還 予 定 の 社 債 10,000

1 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 7,512

未 払 金 884

未 払 費 用 55

未 払 法 人 税 等 170

役 員 賞 与 引 当 金 10

そ の 他 17

固 定 負 債 47,151

社 債 10,000

長 期 借 入 金 37,100

そ の 他 51

負 債 合 計 68,071

純  　　　　 資 　　　　産 　　　　の 　　　　部

株 主 資 本 133,322

資 本 金 33,021

資 本 剰 余 金 79,336

資 本 準 備 金 79,336

利 益 剰 余 金 21,285

そ の 他 利 益 剰 余 金 21,285

繰 越 利 益 剰 余 金 21,285

自 己 株 式 △ 321

評 価 ・ 換 算 差 額 等 57

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 57

純 資 産 合 計 133,380

資 産 合 計 201,451 負 債 お よ び 純 資 産 合 計 201,451

貸借対照表（2023年３月31日現在）
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損益計算書

（単位：百万円）

科 目 金 額

営 業 収 益 5,814

販 売 費 お よ び 一 般 管 理 費 1,070

営 業 利 益 4,744

営 業 外 収 益

受 取 利 息 お よ び 配 当 金 2,381

そ の 他 24 2,405

営 業 外 費 用

支 払 利 息 229

社 債 利 息 64

そ の 他 95 388

経 常 利 益 6,761

税 引 前 当 期 純 利 益 6,761

法 人 税 、 住 民 税 お よ び 事 業 税 815

法 人 税 等 調 整 額 △ 4 811

当 期 純 利 益 5,950

損益計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
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（単位：百万円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資 本 準 備 金 その他資本剰余金 資 本 剰 余 金 合 計
その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 33,021 79,336 － 79,336 19,361

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △ 4,025

当期純利益 5,950

自己株式の取得

自己株式の処分 △ 0 △ 0

利益剰余金から資本剰余金への振替 0 0 △ 0

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 事
業年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計 － － － － 1,924

当期末残高 33,021 79,336 － 79,336 21,285

株 主 資 本 評価・換算差額等

純 資 産 合 計
自 己 株 式 株主資本合計

そ の 他 有 価 証 券
評 価 差 額 金

当期首残高 △ 351 131,367 56 131,423

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △ 4,025 △ 4,025

当期純利益 5,950 5,950

自己株式の取得 △ 2 △ 2 △ 2

自己株式の処分 32 32 32

利益剰余金から資本剰余金への振替 － －

株主資本以外の項目の事
業年度中の変動額（純額）

－ 1 1

事業年度中の変動額合計 30 1,954 1 1,956

当期末残高 △ 321 133,322 57 133,380

株主資本等変動計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
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個別注記表

重要な会計方針に係る事項に関する注記
１．資産の評価基準および評価方法
⑴　有価証券の評価基準および評価方法

子会社株式……移動平均法による原価法によっております。
その他有価証券
市場価格のない株式以外のもの ………時価法によっております。

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
市場価格のない株式 ……………………移動平均法による原価法によっております。

⑵　デリバティブの評価基準および評価方法
デリバティブ ……………………………時価法によっております。

２．固定資産の減価償却の方法
有形固定資産（リース資産を除く） ……定額法によっております。

なお、取得金額が10万円以上20万円未満の資産については、３年間で均等償却し
ております。
主な耐用年数は以下のとおりであります。
工具、器具および備品 ………………………主として10年

３．引当金の計上基準
役員賞与引当金………役員の賞与の支給に充てるため、支給見込額を計上しております。

４．収益および費用の計上基準
　当社は子会社へのブランド管理を行っており、当社の子会社を顧客としております。当社の子会社に対しブランドの使用許
諾を行うことで、当社が構築したブランドイメージおよび取引上の信用を提供することを履行義務として識別しております。
当該履行義務は、ブランドを使用した当社の子会社が収益を計上するにつれて充足されるものであり、当該子会社の売上高に
一定の料率を乗じた金額を収益として計上しております。

５．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
⑴　繰延資産の処理方法

社債発行費…………社債償還期間（５年間および10年間）にわたり均等償却しております。
⑵　ヘッジ会計の処理

原則として繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約については振当処理の要件を充たしている場合は振当処理
を、金利スワップについては特例処理の要件を充たしている場合には特例処理を採用しております。

⑶　連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用
当社は、当事業年度から、当社を連結納税親法人とする連結納税制度からグループ通算制度へ移行しております。

これに伴い、グループ通算制度を適用する場合における法人税および地方法人税ならびに税効果会計の会計処理および開示に
ついては、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12
日。以下「実務対応報告第42号」という。）に従っております。
また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみ
なしております。

会計方針の変更に関する注記
（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）
　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会計基準適用指
針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27—２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算
定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。
　なお、当事業年度に与える影響はありません。
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個別注記表

１．有形固定資産の減価償却累計額 0百万円

短期金銭債権 979百万円
短期金銭債務 781百万円

営業収益 5,814百万円
その他 321百万円

営業取引以外の取引による取引高 2,368百万円

普通株式 146,539株

（単位：百万円）

属　性 会 社 等 の 名 称
議 決 権 等 の
所有（被所有）
割 合

関 連 当 事 者
と の 関 係

取 引 の 内 容 取引金額 科 目 期末残高

子会社 ㈱ Ｇ Ｓ ユ ア サ

所有
　直接 100.0％

業 務 委 託
役 員 の 兼 任
資 金 貸 付

商標権使用料収入
出 向 料 の 支 払

(注１)
(注２)

1,197
239

売 掛 金
未 払 金

257
19

資  金  の  貸  付
利  息  の  受  取

(注３)
(注３)

115,604
2,368

関 係 会 社
短期貸付金

8,612

関 係 会 社
長期貸付金

98,572

　１株当たり純資産額 1,657円87銭
　１株当たり当期純利益 73円96銭

貸借対照表に関する注記

２．関係会社に対する金銭債権および金銭債務

損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
営業取引による取引高

株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式の種類および株式数

(注)　業績連動型株式報酬制度の信託財産として㈱日本カストディ銀行が保有している当社株式53,300株が含まれております。

税効果会計に関する注記
　繰延税金資産の発生の主な原因は、未払事業税32百万円等であります。
　なお、繰延税金資産の一部に対して評価性引当額を設定しております。

関連当事者との取引に関する注記

取引条件および取引条件の決定方針等
(注１)　外部売上高の１％を商標権使用料として受領しております。
(注２)　出向料については、出向契約書に基づき、支払っております。
(注３)　グループファイナンスによる資金貸借取引および利息の受取であり、貸付利率は市場金利を勘案して合理的に決定してお

ります。なお、資金の貸付取引金額は期中平均残高を記載しております。

１株当たり情報に関する注記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

（注）　本事業報告ならびに本連結計算書類および本計算書類に記載の金額は表示単位未満を切り捨て、比率は四捨五入してお
り、金額には消費税等は含まれておりません。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 田 中 基 博

指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 山 田 徹 雄

独立監査人の監査報告書
2023年５月10日

株式会社 ジーエス・ユアサ コーポレーション

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

　 京都事務所

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社 ジーエス・ユアサ コーポレーションの2022
年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算
書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、株式会社 ジーエス・ユアサ コーポレーション及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る
期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準
における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人
は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人とし
てのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入
手したと判断している。

その他の記載内容

　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示
することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用におけ
る取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ
の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他
の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討する
こと、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うこと
にある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実
を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成
し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切で
あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す
る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること
にある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な
虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対す
る意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計する
と、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断され
る。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専
門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監
査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎とな
る十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検
討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合
理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証
拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書にお
いて連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項
が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結
論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業
として存続できなくなる可能性がある。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算
書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査
証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人
は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内
部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報
告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守した
こと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するため
にセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関
係はない。

以　上

－ 31 －



2023/05/25 13:11:50 / 22949584_株式会社ジーエス・ユアサコーポレーション_招集通知

会計監査人の監査報告書

指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 田 中 基 博

指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 山 田 徹 雄

独立監査人の監査報告書
2023年５月10日

株式会社 ジーエス・ユアサ コーポレーション

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

　 京都事務所

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社 ジーエス・ユアサ コーポレーション
の2022年４月１日から2023年３月31日までの第19期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、
株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行
った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認
める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準
における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、
我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上
の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい
る。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示
することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用におけ
る取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその
他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の
記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討するこ
と、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことに
ある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実
を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し
適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表
示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

会計監査人の監査報告書　謄本
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会計監査人の監査報告書

　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切である
かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事
項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること
にある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚
偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意
見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計
算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専
門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監
査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎とな
る十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リ
スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討
する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合
理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠
に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら
れるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書におい
て計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切
でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監
査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存
続できなくなる可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
いるかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が
基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内
部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報
告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守した
こと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するため
にセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監　査　報　告　書

　当監査役会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第19期事業年度の取締役の職務の

執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議のうえ、本監査報告書を作成

し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役および監査役会の監査の方法およびその内容

⑴　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況および結

果について報告を受けるほか、取締役等および会計監査人からその職務の執行状況につい

て報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

⑵　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に

従い、取締役、監査室その他の使用人等と、必要に応じオンライン会議等のリモート監査

手法も活用しながら意思疎通を図り、情報の収集および監査の環境の整備に努めるととも

に、以下の方法で監査を実施しました。

①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役および使用人等からその職務の執行状況

について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社およ

び主要な事業所において業務および財産の状況を調査いたしました。また、子会社につ

いては、子会社の取締役および監査役等と意思疎通および情報の交換を図り、必要に応

じて子会社から事業の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確

保するための体制その他株式会社およびその子会社から成る企業集団の業務の適正を確

保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項および第３項に定める体制

の整備に関する取締役会決議の内容および当該決議に基づき整備されている体制（内部

統制システム）について、取締役および使用人等からその構築および運用の状況につい

て報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

なお、財務報告に係る内部統制については、取締役等および有限責任 あずさ監査法人

から当該内部統制の評価および監査の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求

めました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視および

検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応

じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確

保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管

理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受

け、監査上の主要な検討事項も含めて必要に応じて説明を求めました。

監査役会の監査報告書　謄本
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　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告およびその附属明細書、計算書類（貸

借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書および個別注記表）およびその附属明細書な

らびに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書および

連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果

⑴　事業報告等の監査結果

①　事業報告およびその附属明細書は、法令および定款に従い、会社の状況を正しく示し

ているものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令もしくは定款に違反する重大な事

実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該

内部統制システムに関する事業報告の記載内容および取締役の職務の執行についても、

財務報告に係る内部統制を含め、指摘すべき事項は認められません。

⑵　計算書類およびその附属明細書の監査結果

　会計監査人　有限責任 あずさ監査法人の監査の方法および結果は相当であると認めま

す。

⑶　連結計算書類の監査結果

　会計監査人　有限責任 あずさ監査法人の監査の方法および結果は相当であると認めま

す。

2023年５月16日

株式会社 ジーエス・ユアサ コーポレーション 監査役会

監査役(常勤) 村 上 真 之 ㊞

監査役(常勤) 古 川 明 男 ㊞

監査役 藤 井 　 司 ㊞

監査役 辻󠄀 内 　 章 ㊞
　

（注）監査役　藤井　司、辻󠄀内　章の両氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。

以　上
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